
  

 
 

平成29年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

        平成29年１月31日

上場会社名 株式会社シーボン 上場取引所  東 

コード番号 4926 ＵＲＬ  http://www.cbon.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役兼執行役員社長 （氏名）金子 靖代 

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役兼執行役員 （氏名）諏佐 貴紀 ＴＥＬ  044-979-1234 

四半期報告書提出予定日 平成29年２月10日 配当支払開始予定日 － 
 
四半期決算補足説明資料作成の有無： 有      
  
四半期決算説明会開催の有無      ： 無      
 
 

  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第３四半期の業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 9,474 △1.3 266 133.3 299 96.8 220 272.6 

28年３月期第３四半期 9,603 △8.7 114 △71.1 152 △65.0 59 △76.4 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第３四半期 53.98 53.92 

28年３月期第３四半期 14.65 14.61 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第３四半期 11,200 8,914 79.5 2,176.59 

28年３月期 11,155 8,802 78.8 2,164.76 
 
（参考）自己資本 29年３月期第３四半期 8,907 百万円   28年３月期 8,795 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 30.00 － 20.00 50.00 

29年３月期 － 20.00 －    

29年３月期（予想）       20.00 40.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３.平成29年３月期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 13,469 5.0 458 94.9 503 76.8 264 153.1 61.88 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無    
 

④  修正再表示                              ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 
 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期３Ｑ 4,271,300 株 28年３月期 4,271,300 株 

②  期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 178,955 株 28年３月期 208,355 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 4,084,159 株 28年３月期３Ｑ 4,039,774 株 

（注）当社は、平成24年３月15日開催の取締役会において「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」、平成25年10月31日開

催の取締役会において「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入を決議しております。 

従業員持株会信託口及び株式給付信託口が所有する当社株式については、四半期貸借対照表において自己株

式として処理しております。期末自己株式数には当該株式数(平成29年３月期第３四半期 従業員持株会信

託口－株、株式給付信託口178,796株)を含めて記載しております。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.３「1. 当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。 

 

（決算補足資料の入手方法） 

決算の説明資料は、平成29年１月31日（火）に、当社ホームページへ掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に、緩やかな回復基調が続いて

おり、個人の消費マインドにも持ち直しの動きがみられます。しかし、米国の新政権発足等世界経済の不確実性の

影響が懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

 こうした経営環境の中、当社は「カスタマーバリューの創造」を経営指針として、平成28年３月期から平成30年

３月期までの中期経営計画に基づき、顧客層の拡大を図るとともに、獲得した顧客のロイヤルカスタマー化を目指

しております。 

 当第３四半期累計期間におきましては、中期経営計画の重点施策の一つである「ブランド力の強化」に注力を

し、イベントプロモーションを中心とした集客チャネルの多様化によるバランスの良い集客活動を行うための基盤

の再構築を図ってまいりました。主軸となるイベントプロモーションでは、法人営業を強化し、企業タイアップに

よる新たなイベント会場の開拓を進めるとともに、美容スタッフ（フェイシャリスト）のイベント参加を強化し、

イベント内容の充実を図る等集客力の向上に努めました。また、４月から新たなチャネルの一つとしてテレビ通販

へ販路を拡大し、インフォマーシャルによるシーボンブランドの認知度向上を図りました。

 既存顧客につきましては、顧客セグメントに応じたきめ細やかなサービスによる顧客満足度の向上を意識した接

客に努め、特に入会間もない顧客へ継続を促すためのフォロー体制を強化いたしました。また、６月から首都圏の

一部店舗で女性用“ウィッグ”の発売を開始し、新たな付加価値を提供する等、顧客との接点拡大に努めてまいり

ました。

 製品におきましては、新たに下記の製品を発売いたしました。

・４月：美白スキンケアライン『ホワイト』シリーズより、化粧水、美容液、クリームに非売品の美容液『ブライ

トアップエッセンス』をプラスした『ＦＷセット』を数量限定で発売。

    『ホワイト』シリーズの共通成分を配合したクレンジングクリーム『フェイシャリスト ブライトアップ

マセ』を230ｇの大容量で新発売。

・５月：紫外線等によるダメージ肌に働きかけるスペシャルケアセット『ＳＰＡ 04』を期間限定発売。

・６月：カシスの果実味たっぷりの酵母飲料『酵母美人－カシス』を数量限定発売。

・７月：おいしくカラダをサポートする酢飲料『酵素美人－赤』からカロリーを50％カットした『酵素美人－赤 

カロリーオフ』（ピンクグレープフルーツ味）を新発売。 

    しなやかなハリ肌を目指すエイジングケアライン『ＢＸ』シリーズより、ＢＢクリーム『フェイシャリス

ト ＢＸスペシャルＢＢ』を新発売。

・10月：“光”のダメージに着目したシーボン最高峰のエイジングケアライン『ＡＣ４』シリーズをバージョンア

ップ。化粧水・美容液・保湿クリームに加え、新たにクレンジングクリームを新発売。 

・11月：年齢や肌冷え、乾燥でハリをなくした肌をリフレッシュするスペシャルケアセット『ＳＰＡ 06』を期間

限定発売。 

    今秋に収穫された巨峰ストレート果汁を使用した健康飲料『葡萄美人－2016』を数量限定で発売。 

・12月：黄金生姜・大生姜を配合した酢飲料『酵素美人－金』を数量限定で発売。

 以上の販売活動を実施し、新規来店者数の増加により新規顧客への売上高が増加したものの、前期の新規来店者

数の減少が既存顧客の継続数へ影響したことにより、直営店舗における売上高は9,156,827千円（前年同期比1.4％

減）となりました。

 この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高9,474,462千円（前年同期比1.3％減）、営業利益266,833千

円（前年同期比133.3％増）、経常利益299,808千円（前年同期比96.8％増）、四半期純利益220,469千円（前年同

期比272.6％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

 当第３四半期会計期間末の流動資産の残高は5,081,181千円となり、前事業年度末に比べて156,148千円増加いた

しました。その主な要因は、現金及び預金の増加（前事業年度末比71,739千円増）、売掛金の増加（前事業年度末

比101,840千円増）、原材料及び貯蔵品の減少（前事業年度末比27,105千円減）によるものであります。

 

（固定資産）

 当第３四半期会計期間末の固定資産の残高は6,119,715千円となり、前事業年度末に比べて111,166千円減少いた

しました。その主な要因は、建物（純額）の減少（前事業年度末比92,415千円減）、その他有形固定資産の減少

（前事業年度末比21,547千円減）によるものであります。
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（流動負債）

  当第３四半期会計期間末の流動負債は1,587,843千円となり、前事業年度末に比べて17,356千円減少いたしまし

た。その主な要因は、未払法人税等の減少（前事業年度末比80,825千円減）、その他流動負債の増加（前事業年度

末比68,744千円増）によるものであります。

 

（固定負債）

  当第３四半期会計期間末の固定負債の残高は698,362千円となり、前事業年度末に比べて49,705千円減少いたし

ました。その主な要因は、株式給付引当金の増加（前事業年度末比42,035千円増）、その他固定負債の減少（前事

業年度末比90,076千円減）によるものであります。

 

（純資産）

  当第３四半期会計期間末の純資産は8,914,691千円となり、前事業年度末に比べて112,044千円増加し、自己資本

比率は79.5％（前事業年度末は78.8％）となりました。その主な要因は、利益剰余金の増加（前事業年度末比

52,913千円増）、自己株式の減少（前事業年度末比45,746千円減）、その他有価証券評価差額金の増加（前事業年

度末比13,385千円増）によるものであります。

 

②キャッシュ・フローの状況 

  当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ271,739

千円増加し、当第３四半期会計期間末には2,191,840千円（前年同期比45.0％増）となりました。

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 当第３四半期累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は318,113千円（前年同期は11,233千円の資金を

使用）となりました。これは主に、税引前四半期純利益292,506千円、減価償却費231,815千円、売上債権の増加

101,840千円、未払消費税等の増加51,086千円、法人税等の支払額183,408千円によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 当第３四半期累計期間において、投資活動の結果獲得した資金は80,535千円（前年同期は255,007千円の資金を

使用）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出300,000千円、定期預金の払戻による収入500,000千

円、有形固定資産の取得による支出133,139千円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 当第３四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は126,582千円（前年同期比57.9％減）となりま

した。これは主に、自己株式の売却による収入45,746千円、配当金の支払額169,933千円によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、平成28年５月10日付「平成28年３月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）」にて発表

いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

  法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響額は軽微であります。

 

（２）追加情報 

（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ)

  当社は、平成24年３月15日開催の取締役会において、当社従業員持株会を活用し、福利厚生制度の拡充を目的

として「従業員持株会信託型ＥＳＯＰ」（以下、「本制度」）の導入を決議しております。

本制度では、当社が「シーボン従業員持株会」（以下、「持株会」）に加入する従業員のうち一定の要件を

充足する者を受益者とする信託を設定し、当社株式を譲渡していく目的で日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）（以下、「従業員持株会信託口」）が、本信託の設定後４年間にわたり持株会が取得すると見

込まれる数の当社株式を予め取得し、持株会への売却を行います。 

当社株式の取得及び処分については、当社が従業員持株会信託口の債務を保証しており、総額法を適用して

おります。 

  なお、当第３四半期会計期間において、信託期間は終了しております。 

 

（株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ））

  当社は、平成25年10月31日開催の取締役会において、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、

経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気の向上と福利厚生

制度の拡充を目的として、従業員に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－Ｅ

ＳＯＰ）」（以下「本制度」といい、本制度に関してみずほ信託銀行株式会社と締結する信託契約に基づいて設

定される信託を「本信託」といいます。）を導入すること及び本信託の設定時期、金額等の詳細について決議し

ております。この導入に伴い、平成25年11月13日付で資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（以下、

「株式給付信託口」）が当社株式178,900株を取得しております。

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を

給付する仕組みです。 

当社は、従業員に対し勤続年数等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権の取得をしたときに

当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式については、予め信託設定した

金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。 

当該本信託については、総額法を適用し、当第３四半期会計期間末に株式給付信託口が所有する当社株式

は、四半期貸借対照表の純資産の部に自己株式として表示しており、計上額は359,201千円、株式数は178,796株

であります。

 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,720,100 2,791,840 

売掛金 902,551 1,004,391 

商品及び製品 424,185 423,492 

仕掛品 64,333 66,659 

原材料及び貯蔵品 489,210 462,105 

その他 324,769 332,823 

貸倒引当金 △117 △130 

流動資産合計 4,925,032 5,081,181 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,580,561 2,488,146 

土地 1,378,554 1,378,554 

その他（純額） 558,930 537,382 

有形固定資産合計 4,518,046 4,404,083 

無形固定資産 113,210 115,150 

投資その他の資産    

その他 1,622,635 1,623,482 

貸倒引当金 △23,009 △23,000 

投資その他の資産合計 1,599,625 1,600,482 

固定資産合計 6,230,881 6,119,715 

資産合計 11,155,914 11,200,897 

負債の部    

流動負債    

買掛金 117,270 119,264 

未払法人税等 141,876 61,050 

ポイント引当金 381,133 377,076 

資産除去債務 4,118 905 

その他 960,801 1,029,545 

流動負債合計 1,605,199 1,587,843 

固定負債    

株式給付引当金 147,554 189,590 

資産除去債務 311,307 309,642 

その他 289,205 199,129 

固定負債合計 748,068 698,362 

負債合計 2,353,268 2,286,205 

純資産の部    

株主資本    

資本金 474,061 474,061 

資本剰余金 357,961 357,961 

利益剰余金 8,251,029 8,303,943 

自己株式 △405,175 △359,429 

株主資本合計 8,677,877 8,776,537 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 117,416 130,801 

評価・換算差額等合計 117,416 130,801 

新株予約権 7,353 7,353 

純資産合計 8,802,646 8,914,691 

負債純資産合計 11,155,914 11,200,897 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 9,603,134 9,474,462 

売上原価 1,957,822 1,901,884 

売上総利益 7,645,311 7,572,577 

販売費及び一般管理費    

従業員給料 2,983,757 2,911,776 

その他 4,547,192 4,393,968 

販売費及び一般管理費合計 7,530,950 7,305,744 

営業利益 114,361 266,833 

営業外収益    

受取利息 1,520 652 

受取配当金 3,251 3,574 

受取家賃 30,789 26,304 

その他 3,042 3,445 

営業外収益合計 38,604 33,977 

営業外費用    

支払利息 104 － 

社宅等解約損 231 620 

為替差損 202 326 

その他 68 55 

営業外費用合計 606 1,001 

経常利益 152,359 299,808 

特別利益    

固定資産売却益 － 1,394 

特別利益合計 － 1,394 

特別損失    

固定資産除却損 7,696 8,079 

減損損失 1,948 617 

特別損失合計 9,644 8,696 

税引前四半期純利益 142,714 292,506 

法人税、住民税及び事業税 69,727 93,690 

法人税等調整額 13,809 △21,653 

法人税等合計 83,537 72,037 

四半期純利益 59,177 220,469 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 142,714 292,506 

減価償却費 265,026 231,815 

減損損失 1,948 617 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 3 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △45,883 △4,057 

株式給付引当金の増減額（△は減少） 47,134 42,035 

受取利息及び受取配当金 △4,772 △4,227 

支払利息 104 － 

為替差損益（△は益） 202 326 

固定資産除却損 7,696 8,079 

固定資産売却損益（△は益） － △1,394 

売上債権の増減額（△は増加） 7,805 △101,840 

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,802 25,472 

仕入債務の増減額（△は減少） 48,581 1,994 

未払消費税等の増減額（△は減少） △239,996 51,086 

その他 △23,586 △45,476 

小計 177,135 496,942 

利息及び配当金の受取額 6,135 4,578 

利息の支払額 △105 － 

法人税等の支払額 △194,399 △183,408 

営業活動によるキャッシュ・フロー △11,233 318,113 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △900,000 △300,000 

定期預金の払戻による収入 900,000 500,000 

有形固定資産の取得による支出 △208,683 △133,139 

無形固定資産の取得による支出 △13,358 △15,113 

敷金及び保証金の差入による支出 △29,314 △18,647 

敷金及び保証金の回収による収入 3,799 57,470 

その他 △7,449 △10,034 

投資活動によるキャッシュ・フロー △255,007 80,535 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △45,799 － 

自己株式の売却による収入 43,412 45,746 

配当金の支払額 △297,709 △169,933 

ストックオプションの行使による収入 2,628 － 

その他 △2,884 △2,396 

財務活動によるキャッシュ・フロー △300,353 △126,582 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △202 △326 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △566,796 271,739 

現金及び現金同等物の期首残高 2,078,447 1,920,100 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,511,651 2,191,840 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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